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５
月
13
日
（
土
）
甲
斐

市
桃
源
文
化
会
館
で
開
催

さ
れ
た
巨
摩
地
区
自
衛
官

募
集
相
談
員
連
絡
会
総
会

に
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
巨
摩
地
区
の

募
集
相
談
員
と
今
年
度
新
た
に
入
会

し
た
会
員
、
来
賓
と
し
て
山
梨
県
選

出
国
会
議
員
、
巨
摩
地
区
所
在
の
市

長
、
町
長
、
山
梨
地
本
長
等
併
せ
て

69
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
国
歌
斉
唱
、
会
長

（
山
中
邦
雄
氏
）
挨
拶
、
来
賓
祝
辞

に
続
き
、
28
年
度
事
業
報
告
・
収
支

決
算
並
び
に
29
年
度
事
業
計
画
・
収

支
予
算
（
案
）
が
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
の
意
見
交
換
会

で
は
、
現
在
の
厳
し
い
募
集
環
境
は

今
後
さ
ら
に
厳
し
さ
を
増
し
て
い
く

と
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
情
報
の

共
有
と
認
識
の
統
一
、
会
の
結
束
を

図
り
、
募
集
目
標
を
い
か
に
達
成
す

る
か
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
が

な
さ
れ
ま
し

た
。山

中
会
長

は
「
今
年
度

も
巨
摩
地
区

相
談
員
が
一

致
団
結
し
て

活
動
を
行
い
、

山
梨
地
本
の

募
集
に
貢
献

し
て
い
く
。
」

と
決
意
を
延

べ
閉
会
し
ま

し
た
。

山
梨
地
本
広
報
班
で
す
♪

今
日
も
、
山
梨
地
本
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
御

覧
に
な
り
ま
し
た
か
？

前
回
は
海
上
自
衛
隊
横
須
賀
地
方
隊
の
シ
ー

ル
シ
ー
ト
と

海
上
自
衛
隊
ス

テ
ィ
ッ
ク
の
り

に
多
数
の
ご
応

募
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
！

今
回
は
「
浮

き
出
て
見
え
る
！

海
上
自
衛
隊
３

Ｄ
ポ
ス
ト
カ
ー

ド
５
枚
セ
ッ
ト
」

を
５
名
様
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
！

応
募
期
間
は
６
月
１
日
（
木
）
か
ら
６
月
30
日
（
金
）
ま

で
！

い
つ
も
の
よ
う
に
ド
シ
ド
シ
お
待
ち
し
て
ま
す
。

皆さんこんにちは！こんぺいです♪
前月号で自己紹介させて頂いたのですが、もう少しだけお話
させて頂きます。。。
私は昨年５月から主人の地元である山梨に家族で移住して
来たのですが、その前は色々な理由で7箇所移り住みました。
まず26歳の時に語学勉強と自分探し？の為にオーストラリア
で１年間過ごしました。オーストラリアでは自分で仕事を探
して、働きながら旅をするという生活を送っていたのですが、
その時に一番印象に残っている事が、東京ドーム3個分程も
あるスイカ農園での仕事をしている時でした。
場所が内陸部のド田舎だったので周りには街もなく、夜にな
ると本当に真っ暗でした。その環境が幸いして、そこで見る
星空は、本当に素晴らしかったです。
空一面に星がびっしりと見えて天の川はもちろん、南十字星
や星座が地平線に刻々と消えていく様子は正に天然のプラ
ネタリュウム！
その様子を見ていると、改めて自然や地球の壮大さを感じ、
感動して何故か号泣した事を覚えています（笑）
いつか、家族を連れてあの星空を見ながら3人で号泣したい
ですね～＾＾
（最後までお付き合い有難うございました！

５
月
19
日
（
土
）
甲
府
市
に
あ
る
地
場
産
業
セ
ン
タ
ー
「
か
い
て
ら
す
」
に
お
い
て
開
催
さ

れ
た
平
成
29
年
度
山
梨
県
自
衛
隊
家
族
会
定
期
総
会
・
意
見
交
換
会
を
支
援
し
ま
し
た
。

本
会
は
、
県
内
各
市
町
村
の
家
族
会
長
を
初
め
総
勢
14
名
が
参
加
し
、
事
業
及
び
会
計
案
の

決
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
家
族
会
諸
活
動
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、
自
衛
隊
家
族

会
長
表
彰
状
が
南
ア
ル
プ
ス
市
会
長
（
花
輪
登
紀
夫
氏
）
に
輿
石
会
長
か
ら
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
に
は
、
山
梨
地
本
長
（
林
佐
光
１
陸
佐
）
か
ら
「
国
連
平
和
維
持
活
動
及
び
平

和
安
全
法
制
の
概
要
並
び
に
わ
が
国
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境
」
に
つ
い
て
の
防
衛
講
話
が

あ
り
、
出
席
者
の
国
防
に
対
す
る
関
心
を
深
め
る
た
め
の
一
助
と
な
り
ま
し
た
。

講
話
終
了
後
に
意
見
交
換
会
が
開
か
れ
、
第
１
師
団
副
師
団
長
（
藤
岡
登
志
樹
陸
将
補
）
を

始
め
、
多
数
の
来
賓
が
出
席
さ
れ
盛
会
の
う
ち
に
終
わ
り
ま
し
た
。

輿
石
会
長
か
ら
「
今
年
か
ら
、
会
の
名
称
が
変
わ
り
、
父
兄
会
か
ら
家
族
会
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
契
機
と
し
て
父
母
そ
し
て
子
供
本
人
ま
で
も
取
込
む
等
、
活
発
に
活
動
し
て
行
け
る
よ

う
、
家
族
会
の
在
り
方
も
考
え
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
家
族
支
援
・
募
集
広
報
と
、
更
に

自
衛
隊
に
協
力
し
て
、
会
の
活
動
を
活
性
化
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
」
と
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

山
梨
地
本
で
は
、
今
後
も
家
族
会
と
連
携
し
、
募
集
活
動
の
強
化
及
び
自
衛
隊
へ
の
理
解
を

深
め
て
頂
く
よ
う
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

永
年
に
亘
る
勤
務
お
疲
れ
様
で
し
た
。

退
官
後
の
活
躍
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

４
月
22
日
（
土
）
自
衛
隊
山
梨
地
方
協
力
本
部
に
お
い
て
、
平

成
28
年
度
第
４
四
半
期
に
採
用
さ
れ
た
予
備
自
衛
官
を
対
象
と
す

る
予
備
自
衛
官
１
日
間
訓
練
を
実
施
し
、
２
名
の
予
備
自
衛
官
が

参
加
し
ま
し
た
。

服
務
の
宣
誓
、
本
部
長
訓
示
の
後
、
予
備
自
衛
官
の
重
要
性
と

制
度
、
国
内
外
情
勢
、
我
が
国
の
防
衛
の
あ
り
方
、
自
衛
隊
の
現

状
、
予
備
自
衛
官
と
し
て
の
心
構
え
等
に
つ
い
て
真
剣
な
様
子
で

受
講
し
て
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
予
備
自
衛
官
は
「
予
備
自
衛
官
の
重
要
性
を
認
識
し
、

今
後
は
予
備
自
衛
官
と
し
て
新
た
な
角
度
か
ら
自
衛
隊
に
貢
献
し

ま
す
。
」
と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

今
後
も
山
梨
地
本
は
、
予
備
自
衛
官
１
日
間
訓
練
を
通
じ
、
新

規
採
用
予
備
自
衛
官
の
身
上
把
握
に
努
め
、
次
の
５
日
間
訓
練
へ

の
出
頭
意
欲
を
振
作
し
て
い
き
ま
す
。

三等陸尉
廣 瀬 教 行

平成２９年５月２５日付
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５
月
14
日
（
日
）
上
野
原
市
の
桂
川
新
田
地
区

近
隣
公
園
で
開
催
さ
れ
た
桂
川
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に

初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
も
良
く
、
絶
好
の
イ
ベ
ン
ト
日
和
と

な
り
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、

主
催
者
挨
拶
、
上
野
原
市
長
挨
拶
の
後
、
バ
ル
ー
ン

リ
リ
ー
ス
が
行
わ
れ
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
地
元
Ｐ
Ｒ
や
物
販
コ
ー
ナ
ー
、

こ
ど
も
コ
ー
ナ
ー
、
フ
ー
ド
コ
ー
ナ
ー
な
ど
来
場
者

は
目
当
て
の
コ
ー
ナ
ー
の
前
に
列
を
作
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
ス
テ
ー
ジ
エ
リ
ア
で
は
、
地
元
保
育
園
児

の
ダ
ン
ス
や
中
学
生
、
高
校
生
の
吹
奏
楽
部
員
に
よ

る
演
奏
の
他
、
第
１
特
科
隊
員
に
よ
る
北
富
士
天
王

太
鼓
の
演
舞
も
行
わ
れ
、
会
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ

て
い
ま
し
た
。

山
梨
地
本
ブ
ー
ス
で
は
、
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
に
人

気
が
集
ま
り
、
多
く
の
子
供
達
や
家
族
連
れ
が
顔
や

腕
な
ど
に
張
っ
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
自

衛
隊
に
興
味
の
あ
る
学
生
が
広
報
官
の
説
明
を
聞
き

な
が
ら
広
報
ビ
デ
オ
を
真
剣
に
見
て
い
ま
し
た
。

第
１
特
科
隊
に
よ
る
装
備
品
展
示
で
は
、
初
め
て

見
る
渡
河
ボ
ー
ト
や
パ
ジ
ェ
ロ
に
乗
っ
て
楽
し
そ
う

に
写
真
撮
影
を
行
っ
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
参
加
で
、
自
衛
隊
に
対
す
る
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

５
月
19
日
（
金
）
山
梨
市
役
所
牧
丘
支
所
に
お
い
て

開
催
さ
れ
た
、
平
成
29
年
度
山
梨
市
牧
丘
町
自
衛
隊
協

力
会
定
期
総
会
に
出
席
し
ま
し
た
。

牧
丘
町
協
力
会
は
、
自
衛
隊
の
災
害
派
遣
を
契
機
と

し
て
昭
和
45
年
に
創
立
し
、
47
年
に
亘
り
自
衛
隊
に
対

す
る
理
解
・
協
力
を
頂
い
て
い
る
団
体
で
す
。

本
総
会
で
は
、
平
成
28
年
度
事
業
・
決
算
報
告
及
び

平
成
29
年
度
事
業
・
予
算
計
画
の
決
議
、
新
役
員
の
紹

介
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
４
月
９
日
第
１
師
団
長
表
彰
を

受
け
た
こ
と
を
中
山
会
長
か
ら
会
員
へ
報
告
さ
れ
ま
し

た
。本

会
に
出
席
し
た
北
富
士
駐
屯
地
司
令
佐
藤
１
陸
佐

は
、
表
彰
に
対
す
る
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
る
と
と
も

に
「
我
々
が
活
動
す
る
上
で
最
も
頼
り
と
な
る
の
は
、

自
衛
隊
を
理
解
・
支
援
し
て
頂
い
て
い
る
こ
の
よ
う
な

会
が
あ
る
こ
と
で
す
。
今
後
も
ご
理
解
・
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
」
と
祝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
林
本
部
長
は
、
「
山
梨
の
自
衛
隊
を
日
頃
か
ら
支
え
て
頂
き
本
当
に
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。
山
梨
県
は
地
形
上
富
士
山
噴
火
を
初
め
、
い
つ
ど
こ
で
ど
の
よ
う
な
震
災
が

発
生
す
る
か
分
か
ら
な
い
状
況
の
中
で
、
自
衛
隊
が
活
動
を
し
て
い
く
為
に
、
郷
土
愛
を

持
ち
地
域
特
性
を
知
る
山
梨
県
出
身
隊
員
を
一
名
で
も
多
く
輩
出
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
今
後
も
皆
様
の
お
力
添
え
を
頂
き
な
が
ら
、
国
家
国
民
、
そ
し
て
山
梨
県

民
の
皆
様
の
為
に
頑
張
っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

山
梨
地
本
で
は
、
今
後
も
地
域
の
協
力
を
頂
き
な
が
ら
、
地
域
に
寄
り
添
っ
た
活
動
を

行
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

５
月
13
日

（
土
）
甲
府

合
同
庁
舎
に

お
い
て
一
般

幹
部
候
補
生

採
用
試
験
を

実
施
し
ま
し

た
。
受
験
者

の
皆
さ
ん
は

少
し
緊
張
し

た
様
子
が
伺

え
ま
し
た
が

真
剣
な
面
持

ち
で
試
験
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。

今
後
、
一
般
曹
候
補
生
、
自
衛
官
候
補
生
、
航
空
学
生
、

防
衛
大
学
校
学
生
、
防
衛
医
科
大
学
校
（
医
学
科
・
看
護
科
）

及
び
高
等
工
科
学
校
生
徒
の
試
験
も
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
や
学
校
見
学
会
な
ど
も
計

画
し
て
い
ま
す
。
自
衛
隊
の
仕
事
に
つ
い
て
知
り
た
い
方
や

興
味
の
あ
る
方
は
経
験
豊
富
な
ス
タ
ッ
フ
が
詳
し
い
説
明
を

行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
是
非
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

４
月
19
日
（
水
）
か
ら
21
日
（
金
）

の
間
、
山
梨
県
東
部
地
区
自
衛
官
募

集
相
談
員
連
絡
会
（
参
加
者
８
名
）

の
広
島
県
に
あ
る
海
上
自
衛
隊
呉
地

方
総
監
部
及
び
幹
部
候
補
生
学
校
を

研
修
を
支
援
し
ま
し
た
。

初
日
は
「
て
つ
の
く
じ
ら
館
」
と

「
大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
を
研
修
し

ま
し
た
。
「
て
つ
の
く
じ
ら
館
」
に

は
、
実
際
に
使
用
さ
れ
て
い
た
潜
水

艦
を
改
装
し
た
も
の
が
あ
り
、
初
め

て
見
る
本
物
の
潜
水
艦
に
圧
倒
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
午
前
中
に
呉
地
方
総

監
部
を
研
修
し
、
概
要
説
明
の
後
、

歴
史
あ
る
レ
ン
ガ
作
り
の
庁
舎
を
案

内
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま
た
、
場

所
を
移
し
て
護
衛
艦
を
研
修
し
、
任

務
の
概
要
説
明
の
後
、
艦
内
を
研
修

し
ま
し
た
。

午
後
は
江
田
島
に
移
動
し
、
幹
部

候
補
生
学
校
（
通
称
赤
レ
ン
ガ
）
の

研
修
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
会
長

（
杉
本
初
男
氏
）
、
前
会
長
（
平
井

成
尚
氏
）
の
２
名
が
幹
部
候
補
生
学

校
長
（
真
殿
知
彦
海
将
補
）
を
表
敬

訪
問
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
旧
海
軍
か
ら
現
在
に

至
る
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
る
庁
舎
を

案
内
し
て
も
ら
い
、
歴
史
溢
れ
る
風

景
に
感
動
し
て
い
ま
し
た
。

５
月
18
日
（
木
）
北
富
士
駐
屯
地
に
お
い
て
、

任
期
制
隊
員
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
集
合
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
は
、
任
期
制
隊
員
に
対
し
、
明
確

な
自
己
分
析
に
基
づ
い
て
自
ら
の
意
思
に
よ
っ

て
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
確
立
さ
せ
、
そ
れ
に
必
要

な
資
格
習
得
等
の
自
己
啓
発
の
姿
勢
を
身
に
つ

け
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
実
施
し
ま
し
た
。
。

北
富
士
駐
屯
地
所
在
部
隊
の
入
隊
後
一
年
を

経
過
し
た
任
期
制
隊
員
37
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
隊
員
は
部
内
外
の
教
官
か
ら
、
ラ

イ
フ
プ
ラ
ン
の
重
要
性
、
近
年
の
雇
用
情
勢
、

山
梨
県
の
援
護
状
況
、
ま
た
、
予
備
自
衛
官
等

制
度
に
つ
い
て
の
教
育
を
受
け
ま
し
た
。
午
後

か
ら
は
、
実
際
に
自
分
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
作

成
し
、
各
自
の
将
来
に
思
い
を
馳
せ
、
真
剣
に

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
隊
員
は
「
自
分
の
将
来
に
つ
い
て
、

考
え
が
ま
だ
ま
だ
甘
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
真
剣

に
考
え
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
。
」
と
述
べ
て
い
ま
し
た
。

山
梨
地
本
は
、
今
後
も
引
き
続
き
部
隊
及
び
隊
員
と
密
接
に
連
携
し
、
円
滑
な

就
職
援
助
業
務
実
施
に
努
め
て
い
き
ま
す
。


